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は じ め に

₂₀₁₈ 年の全国犬猫飼育実態調査の結果［₁］では，
猫の飼育頭数は ₉₆₄ 万 ₉ 千頭であり，犬の飼育頭数（₈₉₀
万 ₃ 千頭）を超えていることがわかった。その前年の
₂₀₁₇ 年の調査［₂］で犬と猫の飼育頭数の逆転が生じ
てから ₂年連続，しかも前年の ₉₅₂ 万 ₆ 千頭を上回る
頭数になったことは特記すべきことである。
それに伴って動物病院に来院する猫の頭数も増加傾
向にあるのではないかと思われる。特に子猫は予防接
種や不妊手術などで動物病院を訪れる機会が必ずある
はずである。この機会に飼い主に行動学的な助言や指
導を行うことは，その猫の一生を左右するほど重要な
ことであると同時に，飼い主と猫との幸せな生活のた
めには必要不可欠なことである。現在では猫の行動学
を勉強できるようになったかもしれないが，実際に身
につけた知識を日々の臨床現場で活用し飼い主に伝え
て実践を促すにはどうすればよいのかなどに悩んでい
る獣医師や動物看護師も多いだろう。
本稿では，子猫の行動について飼い主に何をどのよ
うに伝えればよいかという点について説明する。

猫の正常な行動の特徴［3-7］

飼い主に猫の行動について説明するためには，動物
病院スタッフが正しい知識を知っておかなくてはいけ
ない。猫の行動の代表的な特徴を以下に挙げた。もち
ろんこれ以外にもたくさんあるので詳しいことは成書
などで勉強していただきたい。

①　猫は基本的には単独で行動をする動物である
猫は犬とは違い本来は群れを形成せずに単独で行動
する動物であり，家畜化の過程でほぼ変化することは
なかった。「単独で行動する」ことは，誰の助けも借り
ずに生きることであり，「自らが脅威にさらされて傷つ
くこと＝死」を意味する。よって他者と協調し社会生
活を送ることよりも自分自身が生き延びることが最優
先課題となるため社会性に乏しく，見知らぬ人や環境
に対して非常に警戒する。しかし現代の家庭で生活し
ている猫たちは，一緒に暮らすメリットがある場合に
は仲間とともに生活する方がよいと考えることもある
ようだ。つまり飼い主や同居猫などと一緒に暮らすメ
リットを与えるべく，子猫の時から飼育環境を整え，
社会化などの努力も行い，日々の猫への接し方などに
注意を払えば，猫は家庭という社会の中で十分幸せに
生活できるだろう。

②　猫は縄張り意識が強い
単独で行動し生活をする猫は，自分ひとりで生きて
いくために安全を確保し身を守りつつ，安心して必要
物資を確保できるような場所＝縄張りを非常に重要視
する。縄張り内には食事，水，休息や就寝場所，隠れ
る場所，上下運動ができる場所，安全に外の刺激を感
じられる場所，トイレ，爪とぎ，おもちゃなどの物資や，
飼い主との好意的な社会的交流および遊びの機会など
が必要である。複数飼育の場合は各々の猫が個別に邪
魔されることなく快適にこれらの物資を利用したり飼
い主と交流できるようにしなくてはいけない。
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生涯生活する家庭にいることは少なく，ブリーダーや
ペットショップにいる間に最適な時期を終了してしま
う場合も多い。社会化期以降も刺激に慣らすことは可
能だが，警戒や恐怖も強くなることを考慮して行わな
くてはいけない。よって社会化期終了後の子猫を家庭
に迎え入れた場合はそれを踏まえての対応が必要にな
る。

子猫が動物病院にやって来たら

子猫が動物病院にやって来る時は，適切な飼育環境
と飼養管理について助言や指導するチャンスでもある。
一般的および医学的な情報に加えて，以下に挙げるよ
うな行動学的な情報も飼い主から聴取し，適切な助言
および指導を行うとよい。

飼い主から聴取すべき行動学的情報
A） 子猫の一般的および医学的な情報（シグナルメン
ト，病歴など）

B） 入手した日にち，入手先（ペットショップ，ブリー
ダー，保護団体など）と入手先での様子

C） 拾った子猫なら，当時の子猫の状態やその後の世
話の方法など

D） 飼い主の家庭で生まれた子猫なら，出産前後の環
境と母猫の様子，出産後の飼い主の対応や世話の
方法，離乳の時期と方法など

E） 子猫の両親のこと　（気質や行動の特徴など）
F） 現在の環境と世話の方法（給餌，トイレ，環境，
遊び方，接し方，お手入れ方法など）

G） 一緒に生活している飼い主および同居動物との社
会的関係について

H） 飼い主の生活スタイルや日課などについて
I） 現在気になっていることについて　（身体的なこと
や行動など）

これらの行動学的情報をもとに，その子猫の生い立
ち・経緯・気質などを知るともに，環境や飼養管理法
が適切かを判断する。各猫の経緯や気質に応じて，不
適切または不足している部分や，飼い主が理解してい
ない部分など助言および指導することが望ましい。
「猫にとって快適な環境づくりのためのガイドライ
ン」（Table ₁）［₈, ₉］が発表されているので，その各項
目が十分満たせることを目標にするのもよい。ただし
初回の来院時にガイドラインのすべての項目について
詳細に説明するのは時間的に無理があり，なにより飼
い主がすべてを理解することは不可能だろう。後日，
診察時間とは別に昼休みや休診日などを利用して「子
猫のための個別カウンセリング」や 「子猫クラス」な
どを実施して，飼い主にじっくりと指導できる機会を

③　猫の感覚やコミュニケーション方法は人と違う部
分がある
猫は視覚，聴覚，嗅覚，触覚などをつうじて相手と
コミュニケーションをとる。飼い主や動物病院スタッ
フが猫の気持ちを正しく理解しコミュニケーションす
るためには，猫のシグナルを誤解のないように読み取
る必要がある。
●　視覚的シグナルでは表情・姿勢などのボディー
ランゲージや行動をよく観察するとよい。
●　聴覚的シグナルは人にとって比較的理解しやす
いものだろう。
●　嗅覚的シグナルも猫にとっては非常に重要で，
爪とぎ・体をこすりつける・尿をかけるなどの
マーキング行動をすることで（人を含めた）他の
動物にメッセージを送る。猫がどこにどんな匂い
を残し，それはどんな意味があるのかなどを人は
想像しながら嗅覚的シグナルを読み取る必要があ
る。
●　触覚的シグナルは信頼している人・猫・犬など
に対して行う行動であり触れ合う・舐め合う・グ
ルーミングし合うなどで親愛の情を示す。

④　猫には捕食本能がある
猫は本来獲物を単独で捕まえ殺して食べる動物であ
る。したがって猫にはそのための身体能力や獲物を殺
すための武器となる鋭い爪や犬歯が備わっている。家
庭で飼われている猫にも捕食行動の本能は残っており，
遊びをとおして捕食行動が発現する。本来獲物を捕ま
えて殺すための行動なので，その対象が人や同居動物
になると，ときに本気で襲われて大怪我をしてしまう
危険があるため注意が必要である。

⑤　猫も犬と同じく学習する
猫も犬と同様に学習する動物であり周囲の環境・状
況・社会的関係などからさまざまなことを学習し行動
する。猫は犬以上に自己防衛本能が強いこと，社会性
が犬よりも低いことなどから，損得や危険を見分ける
ための判断が早く，恐怖や不安といった情動に伴って
行動が変化しやすい。さらに他者のために自分が我慢
することも苦手な傾向にあり，不満や葛藤といった情
動に伴う行動も起こりやすい。

⑥�　社会化に最適な時期（社会化期／感受期）が犬よ
りも短い
猫の社会化期は生後およそ ₂～ ₉ 週齢と考えられて

おり，犬（およそ ₃～ ₁₂ 週齢）に比べて短い。この時
期に社会化に必要なことを実践しないと，後に初めて
遭遇する刺激（生物および非生物）に対して警戒や恐
怖の反応を発現しやすくなるが，猫がこの社会化期に
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Table ₁　猫にとって快適な環境づくりのためのガイドラインにおける ₅つの柱
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設けることが推奨される。忙しくて来院できない飼い
主には初回来院時の待ち時間や会計後に，Table ₁ のよ
うなプリントを渡し簡単に説明したうえで，メールや 
SNS などを使って詳細を指導するという方法もよいだ
ろう。子猫時代から飼い主と密に交流し，成長過程を
見守りながらよい信頼関係を築くことができると，そ
の飼い主は猫の一生にわたって通院してくれるように
なる可能性が高くなり，動物病院にとってもメリット
が大きいだろう。

グループディスカッションでは，飼い主から猫の行
動やしつけ方について相談・質問された場合の助言や
指導内容を話し合っていきたい。

じゃれつきや甘咬みについて

実際の臨床現場では，子猫のじゃれつきや甘咬みに
ついて相談される機会も多いと考えられる。例えば，
飼い主から以下の質問をされたら皆さんならどうする
だろうか？

グループディスカッション�（1）
 「家に迎え入れた子猫が私や家族を咬んだり引っか

いたりします」
✓ 　相談者からどのような情報を追加で聴取すれば
よいか？
✓ 　その問題行動の起きる理由として何が考えられ，
どう飼い主に説明すればよいか？
✓ 　初期対応として具体的に何をどのように助言・
指導すればよいか？

遊 び の 工 夫

特に子猫の場合じゃれつく・甘咬みするという行動
は，人を獲物だと思って捕食行動や遊びのつもりで行
なっているケースが多い。これらは子猫にとって正常
な行動であるため，無理に抑えることは子猫の身体的
および精神的成長を阻害することとなる。この正常行
動が人にとって問題行動とならないための工夫が求め
られるので以下に簡単に解説する。

●　猫にとって遊びとは？
猫の遊びは ₃種類に分類される［₇］。
♢　相手を対象とした社会的な遊び（猫同士の遊び）
「社会的な遊び」とは兄弟姉妹の子猫同士がメイ
ンで行う遊びであるが，母猫を相手にしたり，状況
によっては血縁関係のない子猫同士が行うこともあ
る。この遊びは生後 ₃ 週齢ごろから始まり ₁₂ ～ ₁₆
週齢にかけて減少していきその後はほぼ消失する。

成猫同士でも仲間同士（＝同じ社会的グループに属
した猫同士）は社会的な遊びを続ける場合もあるが，
その遊びをよく観察すると全てが友好的な遊びとは
限らず，中には敵意を持った行動も含まれている場
合が多いと考えられている。

♢ 　物（獲物）を対象とした遊び（物＝生物および
非生物）
生後 ₇週齢頃からは捕食行動のスキルを身につけ
るための「物（獲物）を対象とした遊び」が始まる。
社会的な遊びが減少・消失する ₁₈ 週齢以降には，ほ
ぼ物（獲物）を対象とした遊びになっていくため，
例えば人や動物（猫や犬など）に対してじゃれたり
遊んでいるように見える行動も，それらを物（獲物）
だと考えて捕食行動や遊びを行っていると理解する
とよい。また非生物であっても動くものであれば猫
にとっては獲物に見えるので，おもちゃなどで遊ぶ
時もこのタイプの遊びをしていると考えてよい。

♢　体を動かす遊び
遊び相手や物（獲物）など対象がある遊びではなく，
単に体を動かすための遊びも猫は行い，高いところ
に上り下りする・走り回る・探索するといった行動
がこれに含まれると考えられている。

♢　猫の捕食本能を満たすための遊び方
♢　おもちゃ使った遊び
猫はおもちゃを獲物に見立てて捕食欲求を満たし
ながら遊ぶ。猫が喜んで遊ぶおもちゃには好みがあ
るため，数種類のおもちゃを用意して遊んでみると
よい。おもちゃのタイプには次のようなものがある。
・釣り竿タイプ
・猫じゃらしタイプ
・ ボールや編みぐるみなど投げたり転がしたりす
るタイプ
・抱きついたり蹴ったりできる大きさのタイプ
 など

♢　フードやオヤツを使った遊び
フードやオヤツを使えば，捕食行動のうちの「食
べる」という部分まで満たすことができる。飲み込
んでしまっても問題ないのでおもちゃの誤食の心配
がある猫にも勧められる。また食欲がよく肥満傾向
の猫なら，₁日分のフード全てを遊びながらあげる
と運動もできてよいだろう。具体的には猫の目の前
でフードを少し遠くに投げて食べに行かせる方法や，
フードを隠して宝探しゲームをするという方法など
がある。猫は高いところにも上れるので，キャット
タワーの上などにフードを置いてもよい。
また猫も犬と同じく学習する動物なので，フード
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やオヤツを報酬に使ってトレーニングをすることは
可能である。ただし犬のように指示に従わせるのを
目的とするのは難しい。よって以下のようなことを
目的とするとよい。
・ フードを獲得させるために猫に頭を使わせるこ
と
・積極的に体を動かしてもらうこと
・猫に楽しみを与えること
・ 爪切りやブラッシングを嫌がらないようにする
ことや，キャリーに自分から入ることなど望ま
しい行動を自発的に行わせること

        
♢　ひとり遊び
猫がフードを食べるために何らかの努力や作業を
しなくては獲得できないタイプのおもちゃ（パズル
フィーダーまたは知育玩具という）を与えて遊ばせ
るとよい。パズルフィーダーの利点は，猫に努力す
る作業をさせることで捕食行動のうちの「食べ物を
捕まえる」という欲求を満たすことができる点だけ
でなく，飼い主が遊びに付き合わなくても猫だけで
楽しめて，退屈させずに済むという点もある。また
簡単にフードを食べることができないことで，猫が
一気に食べることがなくなる。努力して獲得したフー
ドを食べることは，ただ目の前のフードを食べるよ
りも猫に達成感を与えることができるというのも利
点である。
さらにパズルフィーダーには以下のようなメリッ
トも報告されている［₁₀］。
・ストレスに関連したサインを減少させる
・体重減少に貢献する
・人や猫に対する攻撃行動を減少させる
・ 不安や恐怖，関心を求める行動，不適切な排泄な
どの問題行動を減少させる

人になつき，抱っこやお手入れなどを 
好きになってもらう方法

猫の場合じゃれつきや甘咬みに次いで多い質問が，
なかなか慣れてくれないといったことかもしれない。
例えば，以下の質問をされたら皆さんならどうするだ
ろうか？

グループディスカッション�2
 「子猫を迎え入れて ₁カ月経つのになかなか私や家
族になついてくれない。なついてくれるためにはどう
したらよいでしょうか？できれば抱っこやお手入れも
したいのですが・・・」
✓ 　相談者からどのような情報を追加で聴取すれば
よいか？

✓ 　なつかない理由として何が考えられ，どう飼い
主に説明すればよいか？
✓ 　相談者になつき，抱っこやお手入れもできるよ
うになるためには，具体的に何をどのように助言・
指導すればよいか？

猫のシグナルや行動 
飼い主家族の猫に対する接し方や対応／期待

  飼い主家族になつかない場合，その理由を推察する
には子猫の発するシグナルや行動などを観察してもら
うとよい。大抵の場合なつかないのは人に対して恐怖
や不安を感じているからなので，家庭内の多くの場面
や状況で恐怖や不安に関連したシグナルや行動を発し
ているはずである。それらを飼い主がしっかりと読み
取り，擬人化することなく子猫の真の気持ち（情動）
を理解することは大切なことである。

 さらに飼い主自身の普段の態度や動きもチェック
し恐怖や不安を与えていないかを確認する。例えば大
きな声を出して話す／笑う，足音を立てて歩くなどと
いった，飼い主にとっては無意識の行動も，恐怖や不
安を生じさせる刺激になっていることがある。さらに
飼い主たちがどのように子猫に接しているか，なつか
ない／そばに寄ってこないといった時にどのような対
応をしているか，その子猫に何を期待しているかなど
もチェックする。無理になつかせようとして猫を怖が
らせるようなことをしていたり，猫に対して過度の期
待を抱くあまり何か無理強いしているケースも多い。
飼い主たちの日常での行動・間違った接し方や対
応・過度の期待などを改めて，猫の気持ちや習性に即
すことができるように注意／工夫して生活すれば，猫
の恐怖や不安を軽減することができ，それこそが猫が
飼い主になつくための第一歩となることを助言・指導
するとよいだろう。
こういった情報の聴取や飼い主への助言・指導の際
は，スマートフォンやパソコンの動画や画像機能を利
用すると伝わりやすい。

猫 の 学 習

社会化期を過ぎた猫の場合，すでに警戒や恐怖反応
を起こしやすくなっているため，無理やり抱っこした
りお手入れしたりすれば，攻撃行動や逃避行動などを
含めた恐怖や不安による問題行動の原因になってしま
うので避けるべきである。
まずは「人とは警戒したり怖がる相手ではなく，む
しろとてもうれしい相手なのだ」と猫に学習させる必
要がある。学習理論でいうと古典的条件づけやオペラ
ント条件づけなどを利用し，すでに恐怖を生じている
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場合は系統的脱感作を拮抗条件づけや行動置換法など
と組み合わせながら行動修正法を進める。この際は猫
のボディーランゲージや行動から気持ちを読み取りな
がら，無理のないように慎重進めなければいけない。
もちろん体罰を含む嫌悪刺激を使った罰などは使用し
てはいけない。猫に選択肢を与え，その場面や状況を
コントロールしているのは猫自身であると思わせるこ
と，猫と人の好意的な関係づくりをすることが重要で
ある。
抱っこやお手入れなどは猫にとって本来不自然な行
為であるため，飼い主が無理なくできるようにするた
めには，それらを嫌がらないように猫に学習させない
といけない。
猫に適切に学習させるためには，飼い主がその方法
を正しく実践できるように獣医師や看護師などがス
テップごとに段階を踏んで丁寧に指導する。この際も
動画撮影などが役に立つ。

お わ り に

以下の ₂冊の書籍には子猫の飼い主への助言・指導
に関する実践的なことが記載されている。本稿の内容
を復習する際の参考にしていただきたい。
● 水越美奈（監修），日本獣医動物行動研究会 : 犬と猫
の問題行動の予防と対応 飼い主ができる上手な飼い
主指導，緑書房，東京 （₂₀₁₈）
● 村田香織 : パピークラス＆こねこ塾 スタート BOOK，
インターズー，東京 （₂₀₁₉）
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